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【 発行人後記・橋本英夫 】
　日常生活の道具に、慎ましやかで清楚な美しさがある。目立つことはないけれ
ど確かな存在感がある。大それた煌びやかさはないけれど、空気と同じように、
いつも、そこにある。ハッピーも表に出る華々しさはないけれど、心の中に存在
する確かな仕事スタイルを貫いていきたいと願っている。

高野　孟

無銘の美

　それがアートであれば、そこそこに名のある（もしくは名をなすことになるかもし
れぬ）作家の先生がいて、その作品には、他の誰とも違うオリジナルなものを一回こっ
きりで創作しているのだという自己主張のようなものが滲み出る。
　そうではなくて、それが何気ない庶民の日用の道具であれば、作者はいても作家は
おらず、ということは誰かに見せて褒められようなどという功名心など何もなしに、
ただひたすらに普通の人々の暮らしの中で便利に使って貰うことのみを願って、だか
らといって決していい加減につくるのではなく、精魂込めて、手業の限りを尽くして、
寸分違わず同じ物をいくつでも作り続ける。それを「無銘の美」「無事の美」と呼ん
で「民芸」という造語を充てて称揚したのは柳宗悦で、彼は国内だけでなく朝鮮にも
足を運んでそのような民具を膨大に収集してやがて日本民藝館を創設した。
　開花堂の八木聖二さんが「本当は継ぎたくなかった」と言いながら家業を継いで、
息子にも継がせたいとも思っていなかったのに結局は継がせてしまっているという、
この何とも煮え切らないような口ぶりは、たぶんその「無銘の美」ということに関係
している。無銘は無名であり、所詮は、何とか展に出品して何とか賞を得るとかいっ
た華やかな世界とは無縁である。が、彼の自負は全然別のところにあって、例えばそ
れは、先代が作った茶筒を何十年も使い続けたお客さんが「ちょっと直してくれ」と
持ち込んできても何のためらいもなく受けられる手仕事の確かさなのだろう。
　ところがそんなものは珍しくも面白くもなくて、近代工業社会以前の何百年か何千
年かではごく当たり前のことだったのだ。この茶筒を前にして問われているのは、愚
にもつかない量産品に慣れ親しんだ我々の「モノ」に対する感受性そのものである。

京都から世界を見る（2）


